
1. 学校紹介

本校は明治 43 年に設立され，104 年の歴史をもつ

全日制の農業高校で，園芸科，畜産科，生活科，農業

機械科，緑地土木科，生物工学科，食品科学科の7学

科があり，生徒は現在816 名（男子458 名，女子358

名）在籍する。部活動では，陸上競技部，合気道部，

馬術部が全国大会に出場するなど，体育系，文化系と

もに活躍している。進路では，例年 30 名程度が国公

立大学に進学するのをはじめ，進学・就職ともに充実

した実績を残している。平成 24 年度より，文部科学

省よりスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の指

定を受け科学技術系人材の育成に取り組んでいる。

2. 履修する専門科目

平成26 年度実施緑地土木科

（ ）は単位数，（セ）は選択科目

1年：農業と環境（4），地域測量（2）

2年：社会と情報（2），地域測量（2），

SS 課題研究Ⅰ（2），土木基礎力学（2）

3年：農業土木設計（2），農業土木施工（2），

SS 課題研究Ⅱ（4），造園計画（セ4），

造園技術（セ4），測量（セ3），

社会基盤工学（2）

3. 農業土木科から緑地土木科へ

農業土木科は食糧増産の国策に対応し，農地の拡張

と改良を行う技術者の育成のために，昭和 19 年 4 月

に新設された。以後 46 年間にわたり，農業土木・土

木の技術者として各地で農村基盤，社会基盤の整備に

携わってきた。中でも公務員の農業土木職，土木職と

して，農林水産省，建設省，運輸省，県庁，市役所，

町村役場などに多くの卒業生が就職した。昭和 63 年

4 月に造園科と農業土木科を発展的に統合し緑地土木

科を設置した。緑地土木科として農業土木科・造園科

の伝統を引き継ぎながら，新しいカラーを出すために

は何が必要かを探ったとき，結局，土木系の学科であ

る以上は，測量士補と公務員は避けて通ることはでき

ないということになり，朝補習授業をはじめとする農

業土木科時代の取組みをより充実させることとした。

4. 地域連携について

地域連携では，次の2つのテーマを設定して，学校

設定科目「SS課題研究Ⅰ」・「SS課題研究Ⅱ」で取り

組んでいる。

（1） 酒都・西条の水質に関する研究 山のグラウ

ンドワークと酒蔵井戸水の硬度調査を通して 東広

島市西条は日本の三大銘醸地の一つといわれている

が，近年急速な都市開発と里山の荒廃で，酒造用水の

悪化や水量不足により伝統の酒造りに悪影響を及ぼす

ことが懸念されている。そこで地元酒造協会を中心に

水源となる里山の保全活動が 13 年間行われており，

本校緑地土木科も参加している。この里山保全活動の

成果を科学的に実証するために，酒蔵井戸水の硬度

（カルシウムとマグネシウムの濃度）を継続して調査

・分析し，地元伝統産業の継承に貢献したいと考えて

いる。

（2） 里山を利用した循環型社会の構築 森林樹木

調査を通して 本校は，地元酒造りの地下水を守る

ために，水源となる里山を整備する活動に参加してい

る。この活動を通して，里山を保全していくことは森

林の持続性を高め，循環型社会につながることを理解

した。そこで，校内の一角に森林試験区域を設定し，

里山整備の度合いが樹木の成長および保水能力にどの

ように影響するかを調査し，バイオマスの確保や里山

の防災につなげたいと考えている。
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写真-1 広島県立西条農業高等学校



5. 緑地土木科の進路状況

緑地土木科発足当時の進路状況（第 1期生から第 5

期生（平成3年卒から平成7年卒））をみると，卒業生

の大部分が緑地土木科で学んだ専門分野に進んでい

る。内訳は，進学（大学，専門学校など）40％，公務

員（国，県，市，公団など）40％，企業（測量設計，

建設，造園など）20％である。特徴としては，就職者

に公務員が多いことである。公務員希望者のほとんど

が，緑地土木科の専門分野が生かせる土木職・農業土

木職を受験し，当時の1次試験合格者数は，年間延べ

人数で 35 名程度であった。このように，緑地土木科

で学んだ専門分野に進む生徒が多いということを踏ま

え，緑地土木科では農業土木科時代から継続して専門

教科の補習授業を行い，現在も継続している。社会情

勢の変容でここ近年は土木・農業土木公務員（高卒程

度）の採用がほとんどない状況が続いていたが，昨年

度（平成25 年度）は，国家公務員土木職，広島市土木

職，府中市土木職の募集があり，一次試験に延べ 7 名

が合格した。このことは，緑地土木科の公務員土木職

復活の狼煙であり，今年度以降も継続できると考え

る。緑地土木科の専門教科のさらなる充実をはかりた

い。

6. 緑地土木科の資格取得

緑地土木科において取得が可能な資格は，測量士・

測量士補，2級土木施工，2級造園施工，2級・3級造

園技能などがある。資格試験に合格することは，単に

その専門分野に関する知識や技術が身についているこ

とを評価するだけではなくて，合格を目指して，一生

懸命に努力する過程のなかで身につけた学習形態や学

習方法に自信をつけて，さらに，次の段階の進路決定

に向けての学習に，大きく生かしていくことにつなが

る。

（1） 測量士補 測量士補の取得は，緑地土木科の

全生徒の目標の一つとしており，毎年5月に行われる

国家試験は2年生・3年生が全員受験している。測量

士補国家試験対策としては，教科内の地域測量などに

おける学習があげられる。また，時間外での朝補習・

土曜補習・春休み補習も行っている。教科内の地域測

量では，教科書を進めることが中心であるが，朝補習

・土曜補習・春休み補習の学習においては受験用テキ

ストを使用して，国家試験に出題される内容につい

て，理論や演習を行っている。朝補習は，10 月初旬か

ら翌年5月の国家試験日の当日までの約 6 カ月間で，

開校日は毎日行っている。進路面では，大学受験の際

に測量士補取得を英語検定2級取得と同程度にみなし

ている大学もあるなど，就職・大学進学の両方で高く

評価されている。

測量士補国家試験合格者は，平成 2 年度以降平成

26 年度までの 25 年間で 255 名にのぼり，年間平均

10.2 名となる。また，測量士国家試験には，平成6年

に1名（3年生），平成11 年に 1名（3年生）が合格し

ている。

（2） 造園技能 造園技能 3 級は，平成 20 年度 3

名，平成21 年度 4名，平成22 年度 4名，平成23 年度

2名，平成24 年度 4名，平成25 年度 2名が合格して

いる。さらに平成23 年度は，造園技能 2級に2名（3

年生）が合格した。これは高校生では初めてのことで

ある。

写真-3 朝補習授業

7. まとめ

緑地土木科設置当初，測量士補・公務員の合格実績

がなかなか伸びないため，全国的に注目される実績を

あげておられる関東の高校を視察した。特別なテキス

トや指導法があると期待していたが，そこにあったも

のは，本校で使用しているものと同じ教科書と問題集

であった。対応していただいた先生の話を聞いて，結

局やるしかないということを強く感じて広島に戻っ

た。27 年目を迎えた緑地土木科であるが，やってお

けば結果は付いてくる。放っておけばなにも残らな

い。今後も，地域の社会基盤づくりに貢献できる生徒

の育成に努めたい。

（広島県立西条農業高等学校教諭 垣 幸宏)
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写真-2 山のグラウンドワーク
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